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一
般
会
計
等
に
お
い
て
歳
入
が
歳
出
に

不
足
す
る
場
合
に
、
こ
の
不
足
額（
赤
字

額
）の
標
準
財
政
規
模（
※
）に
対
す
る
比

率
で
あ
り
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
も
の
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
全
会
計
の
歳
入

不
足
額（
赤
字
額
）の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
市
全
体
の
財
政
運

営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
す
も
の
。

　

一
般
会
計
等
の
公
債
費
等（
借
入
金
の

返
済
等
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率（
過
去
３
カ
年
の
平
均
）で
あ
り
、
公

債
費
へ
の
財
政
負
担
と
資
金
繰
り
の
程
度

を
示
す
も
の
。

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債（
借
金
の
残
高
等
）の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、
将
来
財

政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す

も
の
。

　

上
水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
に

お
い
て
資
金
不
足
の
場
合
に
、
こ
の
不
足

額
の
当
該
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
で

あ
り
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

す
も
の
。

　

地
方
公
共
団
体
に
は
議
会
費
、
総
務
費
、

民
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な
ど
の
基
本

的
経
費
が
計
上
さ
れ
る
「
一
般
会
計
」と
、

国
民
健
康
保
険
事
業
や
上
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
な
ど
の
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
の
「
特
別
会
計
」が
あ
り
ま
す
。
健
全

化
判
断
比
率
の
算
出
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て

の
会
計
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
、
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
、
栃
木

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
な
ど
、
市

が
負
担
金
や
補
助
金
を
支
出
し
た
団
体
等

も
比
率
算
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

お
よ
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
歳

出
に
対
し
て
歳
入
が
不
足
す
る
会
計
が
な

か
っ
た
た
め
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
は
、
大
規
模
な
建
設
事
業
の
た
め

に
借
入
れ
た
借
入
金
の
返
済
が
増
加
し
た

た
め
、
両
比
率
と
も
昨
年
度
と
の
比
較
で

は
上
昇
し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
基
準
値

を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※「
標
準
財
政
規
模
」

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源（
市

　

税
、
普
通
交
付
税
、
譲
与
税
等
）の

　

標
準
的
な
大
き
さ
を
示
す
指
標
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
収
入
で
い
え
ば
、

　
「
所
定
内
給
与
」に
あ
た
る
も
の
。

　

平
成
21
年
４
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
全
面

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
指

数
と
し
て
の
「
健
全
化
判
断
比
率
等
」を
算
出
し
、
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
議
会

へ
の
報
告
や
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
比
率
が
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
財
政
規
模
か
ら
算
出
す
る
基
準
値
を
超
え

た
場
合
は
、
財
政
状
況
が
健
全
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
早

急
に
改
善
策
を
講
じ
て
、
財
政
が
破
た
ん
す
る
前
に
健
全
化
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
健
全
化
判
断
比
率
等
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く

本
市
財
政
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
を
公
表

本
市
財
政
の
「
健
全
化
判
断
比
率
」
を
公
表

■ 

算
出
・
公
表
す
る
比
率

■ 

対
象
と
な
る
会
計

① 

実
質
赤
字
比
率

② 

連
結
実
質
赤
字
比
率

③ 

実
質
公
債
費
比
率

④ 

将
来
負
担
比
率

⑤ 

資
金
不
足
比
率

■ 

平
成
21
年
度
の
結
果

②
連結実質赤字比率

―

―

17.58％

40.00％

早期健全化基準

財政再生基準

経営健全化基準

平成21年度

平成20年度

①
実質赤字比率

―

―

12.58％

20.00％

③
実質公債費比率

13.2％

13.1％

25.0％

35.0％

④
将来負担比率

110.3％

108.2％

350.0％

⑤
資金不足比率

―

―

20.0％

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率は赤字や資金不足ではないため「－」で表示しています。

大田原市

区　分

【 平成21年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率 】
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健
全
化
判
断
比
率
か
ら
判
断
さ
れ
る
本

市
の
平
成
21
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
こ

の
法
律
の
定
め
る
「
早
期
健
全
化
基
準
」

を
下
回
り
、
健
全
段
階
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
景
気

低
迷
に
よ
る
市
税
等
の
落
ち
込
み
か
ら
歳

入
予
算
の
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
、
ま
た
、

大
型
事
業
の
完
了
に
よ
り
歳
出
予
算
に
つ

い
て
も
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

黒
羽（
統
合
）中
学
校
整
備
や
ゆ
づ
か

み
保
育
園
整
備
な
ど
の
大
型
事
業
の
完
了

に
伴
い
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借

入
金
で
あ
る
地
方
債
の
発
行
額
も
減
少
す

る
予
定
で
あ
り
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金

の
積
み
増
し
も
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
比
率
の
下
降
、
つ
ま
り
財
政
状
況
が
健

全
化
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
引
く
不
景
気
を
背

景
に
生
活
保
護
費
は
増
加
し
、
医
療
扶
助

費
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
以
降
も
大
田
原
赤
十
字
病
院
建
設

費
補
助
事
業
や
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
な

ど
の
大
型
事
業
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
現
在
の
状
況
を

維
持
し
つ
つ
も
、
一
層
の
財
政
健
全
化
に

取
り
組
み
、
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
７

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１

年（
平
成
23
年
）７
月
24
日
ま
で
に
す
べ

て
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
れ
以

降
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送（
デ
ジ
タ

ル
放
送
）を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
へ
の
対
応
と

し
て
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
栃
木
）が
左
記
の
日
程

で
説
明
会
・
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
や
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
お
よ
び
場
所　

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
か
ら
３
時

　
　
（
正
午
〜
午
後
１
時
は
休
憩
）

※
午
前
の
部
・
午
後
の
部
と
も
最
初
に（
約

　

20
分
間
）地
デ
ジ
化
の
目
的
や
メ
リ
ッ

　

ト
、
受
信
方
法
な
ど
に
関
す
る
説
明
会

　

を
実
施
し
、
そ
の
後
個
別
の
ご
相
談
を

　

承
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
デ
ジ
サ
ポ
栃
木
）

　
　
　

 

０
２
８（
３
３
３
）３
３
３
１

　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
５
９

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
取
扱
店
は
、
新
た

に
次
の
２
店
舗
が
追
加
と
な
り
、
10
月
５

日
現
在
で
５
４
５
店
舗
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
た
な
取
扱
店

【
大
田
原
地
区
】

　

あ
が
り
一
丁（
浅
香
５
）

【
黒
羽
地
区
】

　

阿
久
津
農
園（
余
瀬
）

●
ご
使
用
上
の
注
意

・
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
共
料
金
の
支

　

払
い
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
旧
金
券
（
５
０
０
円
券
）
は
、
使
用
期

　

限
を
発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
し
て
い

　

ま
し
た
。
暫
定
措
置
と
し
て
、
そ
の
使

　

用
と
換
金
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
す
。

●
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
募
集

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
加
盟
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

10月 25日（月）

10月27日（水）
　
10月28日（木）

10月29日（金）

10月30日（土）

11月 １ 日（月）

佐久山地区公民館
両郷地区コミュニティ
センター（両郷出張所）
須賀川地区公民館
（須賀川出張所）
金田北地区公民館
黒羽・川西地区公民館
（黒羽支所２階）
湯津上支所

日　程 場　　所

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
説
明
会

・
相
談
会
開
催

■ 

今
後
の
財
政
運
営

① 指標の公表
② 健全化の維持

① 財政健全化計画の策定（議会の議決、公
　 表、策定にあたり外部監査を受ける）
② 上記計画の実施状況を議会へ報告、公表
③ 早期健全化が著しく困難と認められる場
　 合は、国、県からの勧告がある

① 財政再生計画の策定（議会の議決、公表、
　 策定にあたり外部監査を受ける）
② 公共事業の財源としての地方債（借入金）
　 を起こすことが制限されることがある
③ 当該計画を推進するための特別な地方債
　 を起こすことが可能となる
④ 財政運営が当該計画と適合しない場合は、
　 国、県からの勧告がある

早期健全化段階

健　全　段　階

財政再生段階

判断区分と取り組み内容判断区分と取り組み内容
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現
地
で
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
５
回
に

わ
た
り
事
前
研
修
会
を
開
催
。
８
月
５
日

（
木
）に
は
出
発
結
団
式
が
行
わ
れ
、
派
遣

生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
負
を
述
べ
、

市
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

　

約
11
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
到
着
。
空
港
で
は
本
事
業
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
佐
藤
了
ご
夫
妻（
黒
羽
出

身
）、
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

関
係
者
、
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
職
員
の
歓

迎
を
受
け
、
そ
の
後
、
交
流
活
動
の
拠
点

と
な
る
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ゥ
ー
イ

前
市
長
、
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
職
員
関
係

者
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
７
組

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
る

手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

○
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
表
敬
訪
問

○
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ
ド
リ
ー
ム
ス
見
学

　

午
前
中
、
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
役
所
へ

の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
内

に
は
本
市
が
寄
贈
し
た
大
田
原
市
旗
が
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隣
接
す
る

警
察
署
や
近
く
の
消
防
署
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

消
防
署
を
見
学
後
、
市
内
に
あ
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
ビ
ッ
グ
リ
ー
グ

ド
リ
ー
ム
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

○
日
系
ア
メ
リ
カ
人
文
化
会
館

○
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
見
学

○
Ｃ
Ａ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
見
学

　

日
本
文
化
の
伝
承
を
目
的
と
す
る
日
系

ア
メ
リ
カ
人
文
化
会
館
や
日
系
人
が
経
営

す
る
お
店
が
多
く
集
ま
る
リ
ト
ル
ト
ー
キ

ョ
ー
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
日
系
人

の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
遊
び
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
展
示
物
に
触
れ
な
が
ら
学

習
し
ま
し
た
。

○
ハ
リ
ウ
ッ
ド
見
学

○
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ビ
ー
チ
見
学

　

映
画
で
有
名
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
、
サ
ン
タ

モ
ニ
カ
ビ
ー
チ
な
ど
を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
案
内
で
終
日
過
ご
し
ま
し
た
。

○
ナ
ッ
ツ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
見
学

　

ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
時
代
の
歴
史
を
学

べ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、
終
日
楽
し
み
な

が
ら
歴
史
と
文
化
を
学
習
し
ま
し
た
。

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
自
由
行
動

　

派
遣
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や

ビ
ー
チ
へ
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

市
内
の
中
学
３
年
生
12
名
を
姉
妹
都
市（
※
）で
あ
る
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市（
ア
メ

リ
カ
）へ
派
遣
す
る
「
第
８
回
中
学
生
海
外
体
験
研
修
事
業
」を
、
去
る
８
月
16
日（
月
）

か
ら
25
日（
水
）ま
で
の
10
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育

成
を
図
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
・
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
や
多
く
の
見
聞
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、
国
際
感
覚
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
日
本

を
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
が
付
く
「
郷
土
」の
大
切
さ
を
感
じ
て
、
日
本
を
大
切
に

思
う
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

事
前
研
修

■ 
現
地
で
の
活
動

　
﹇
１
日
目
、
16
日（
月
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
２
日
目
、
17
日（
火
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
３
日
目
、
18
日（
水
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
４
日
目
、
19
日（
木
）﹈

派遣された 12 名の生徒の皆さん

ウエストコビナ市役所を表敬訪問

ＣＳサイエンスセンターを見学

〜
中
学
生
海
外
体
験
研
修
事
業
報
告
〜

〜
中
学
生
海
外
体
験
研
修
事
業
報
告
〜

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

姉
妹
都
市
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と
の
交
流
事
業

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
５
日
目
、
20
日（
金
）﹈

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
６
・
７
日
目
、21
日（
土
）・
22
日（
日
）﹈
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○
パ
サ
デ
ィ
ナ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
見
学

　

○
ロ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
見
学

　

○
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ

　

ア
ジ
ア
系
の
学
生
が
多
く
通
う
パ
サ
デ

ィ
ナ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
を
見
学
し
、
陶
芸

の
授
業
を
担
当
す
る
先
生
の
指
導
の
下
、

焼
き
物
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
毎
年
１
月
に
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
「
ロ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
」が
行
わ
れ
る

際
の
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ロ
ー

ズ
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滞
在
最
終
日
と
な
る
こ
の
日
は
、

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
し

英
語
で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
出
発
前
に

練
習
し
た
大
田
原
市
歌
や
与
一
踊
り
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
生
徒
た
ち
は
７
組
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
で
学
ん
だ
英
語
を
駆
使
し
な

が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
を
満
喫
し
ま
し

た
。
８
月
24
日（
火
）ア
メ
リ
カ
を
離
れ
、

８
月
25
日（
水
）数
多
く
の
思
い
出
と
と

も
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日（
金
）に
行
わ
れ
た
帰
国
報

告
会
。
派
遣
さ
れ
た
生
徒
た
ち
は
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
」や
「
郷

土
を
思
う
心
を
育
む
」と
い
っ
た
出
発
前

の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
市
長
や
校

長
に
報
告
し
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
体
験
を
し
た
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
は
、
多
く
の
関
係
者
に
対
し

感
謝
の
気
持
ち
が
培
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

考
え
方
や
活
動
、
将
来
の
進
路
に
よ
い
刺

激
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
経
験
を
自
分
だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、

多
く
の
人
に
伝
え
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
今
後
も
こ
の
研
修
事
業
を
継
続

し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
本
市
と
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
と

の
友
好
親
善
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

が
来
日
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
９
月
か
ら
６
年
間
に
及
ぶ
長

い
間
、Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
本
市
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ュ
ー
」が
任

期
満
了
に
伴
い
、
帰
国
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

後
任
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
本
市
と
友
好
親
善

関
係
に
あ
る
英
国（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
市
お
よ
び
セ

ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
大
学
の
協
力
に
よ

り
、
９
月
か
ら
各
小
中
学
校
に
勤
務
し
て

い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

●
氏　

名　

マ
レ
ン　

ア
ダ
ム（
22
歳
）

●
出
身
地　

英
国（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）

●
特　

技　

フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、

　

ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語

●
本
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
年
度
は
大
田
原
中
学
校
区
の
学
校
を

　

中
心
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
居

　

住
し
て
お
り
、
街
中
で
見
か
け
る
こ
と

　

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
声
を
か

　

け
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
日
本
語
を
勉
強
中
で
あ
り
、
ま
だ

　

難
し
い
言
葉
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

※
姉
妹
都
市

　

平
成
16
年
11
月
３
日
に
当
時
の
黒
羽
町

　

と
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
が
姉
妹
都
市
を

　

締
結
。
市
町
村
合
併
に
よ
り
大
田
原
市

　

が
引
き
継
ぎ
、
平
成
19
年
７
月
19
日
に

　

ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
長
が
大
田
原
市
を

　

訪
問
し
、
再
調
印
し
ま
し
た
。

ウエストコビナ市

新
し
い
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）が
来
日

■ 
現
地
で
の
活
動

　
﹇
８
日
目
、
23
日（
月
）﹈

■ 

帰
国
報
告
会

■ 

現
地
で
の
活
動

　
﹇
９
・
10
日
目
、24
日（
火
）・
25
日（
水
）﹈

焼き物に挑戦

　　　＊＊＊ 姉妹都市「ウエストコビナ市」 ＊＊＊

位　置：アメリカ合衆国カリフォルニア州ロサンゼルス郡
　　　　（ロザンゼルス市から東へ約30km）
時　差：マイナス17時間（夏時間ではマイナス16時間）
気　温：夏の最高気温は28℃前後、冬の最低気温は10℃前後
　　　　年間平均気温は23℃前後
降雨量：年間300～350mm（冬が雨季で、夏が乾季）
誕　生：1923年／面積：約44.03k㎡
人　口：約111,400人／公立学校：小中学校15校、高校３校
市の花：ムラサキクンシラン（Lily of the Nile）
市の木：トベラ（Diamond Leaf Pittosporum）
ホームページ：http://www.westcovina.org/
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「
小
学
生
」「
中
学
生
」の
各
部
門
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
朗
読

が
行
わ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
大
田
原
し
ぐ
さ
で
思
い
や
り
の
あ
る

　

町
に
」

　
　

市
野
沢
小　
　

５
年　

舩
山
明
夕
歌

○
最
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
私
の
願
い
」

　
　

黒
羽
中　
　
　

２
年　

岩
井　

美
月

○
優
秀
賞（
小
学
生
の
部
）

　
「
屋
台
祭
り
に
参
加
し
て
」　

　
　

大
田
原
小　
　

６
年　

村
中
優
里
子

　
「
生
き
物
調
査
に
参
加
し
て
」

　
　

親
園
小　
　
　

６
年　

河
崎　

莉
奈

　
「
住
み
よ
い
大
田
原
市
の
た
め
に
」

　
　

奥
沢
小　
　
　

５
年　

熊
倉　

慎
吾

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」

　
　

金
丸
小　
　
　

３
年　

岡
山
菜
津
希

　
「
も
っ
と
す
て
き
な
大
田
原
に
」

　
　

佐
久
山
小　
　

６
年　

石
﨑　

夏
美

　
「
大
好
き
な
片
田
の
自
然
」

　
　

片
田
小　
　
　

５
年　

高
梨　

綾
子

　
「
美
し
い
環
境
の
た
め
に
」

　
　

両
郷
中
央
小　

６
年　

渡
辺　
　

茜

○
優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
お
囃
子
の
音
色
」

　
　

若
草
中　
　
　

３
年　

相
馬　

淳
志

　
「
き
れ
い
な
街
大
田
原
に
」

　
　

佐
久
山
中　
　

１
年　

宇
田　

真
広

　
「
わ
が
家
の
健
康
づ
く
り
」

　
　

湯
津
上
中　
　

３
年　

郡
司　

裕
奈

　
「
み
ん
な
が
被
害
者
」

　
　

黒
羽
中　
　
　

３
年　

小
谷　

萌
子

　

市
民
の
皆
様
に
、
市
民
憲
章
を
正
し
く
理
解
し
、
「
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
精
神
」
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
「
第
23
回
市
民
憲
章
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
憲
章
は
「
緑
と
光
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
平
和
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
大
田
原
市
民
の
「
道
し
る

べ
」
と
し
て
昭
和
49
年
11
月
１
日
に
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
お
よ
び
最
優
秀

作
品
の
朗
読
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
の
ほ
か
「
大
き
な

視
野
で
考
え
学
ぶ
〜
国
旗
で
わ
か
る
世
界
の
文
化
と
歴
史
〜
」
と

題
し
、
吹
浦
忠
正
氏
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に

市
民
憲
章
推
進
大
会
に
ご
参
加
を

市民憲章推進大会日程

　
　
大
田
原
市
民
憲
章

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え

　
　
　
大
田
原
を
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
　
よ
い
風
習
を
そ
だ
て

　
　
　
大
田
原
を
文
化
の
高
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
心
身
を
き
た
え
　
仕
事
に
は
げ
み

　
　
　
大
田
原
を
豊
か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
若
い
力
を
そ
だ
て
　
と
し
よ
り
を
う
や
ま
い

　
　
　
大
田
原
を
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一 

わ
た
し
た
ち
は

　
　
き
ま
り
を
守
り
　
な
ご
や
か
な
家
庭
を
つ
く
り

　
　
　
大
田
原
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

10 月 30 日（土）
市総合文化会館

市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

●日　時　10 月 30 日（土）　　　午後１時～４時
●場　所　総合文化会館ホール
●内　容
・ 開会行事　　　　　　　　　　午後１時 00 分～１時 10 分
・ 審査結果報告　　　　　　　　午後１時 10 分～１時 20 分
・ 市民憲章に関する作文の表彰　午後１時 20 分～１時 40 分
　 花いっぱいコンクール表彰
 　緑化顕彰表彰
・ 作文発表　　　　　　　　　　午後１時 40 分～１時 50 分
・ 海外派遣生徒体験発表　　  　 午後１時 50 分～２時 10 分
・ 講演会　　　　　　　　　　　午後２時 20 分～３時 50 分
・ 閉会行事　　　　　　　　　　午後３時 50 分～４時 00 分

昨年の作文発表昨年の作文発表
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　【
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
部
】

○
最
優
秀
賞　

　

寺
町
自
治
公
民
館（
大
田
原
東
）

○
優
秀
賞

　

経
塚
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

【
花
壇
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

河
原
自
治

　

公
民
館

　
（
金
田
北
）

　 

○
優
秀
賞

　

大
輪
自
治
公
民
館（
両
郷
）

【
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

浅
野
自
治
公
民
館（
大
田
原
西
）

○
優
秀
賞

　

北
区
自
治
公
民
館（
黒
羽
）

【
家
庭
緑
化
の
部
】（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞

　

鈴
木　

正
一（
本
町
）

○
最
優
秀
賞

　

戸
村　

礼
三（
黒
羽
向
町
）

○
優
秀
賞

　

酒
井　

庄
作（
奥
沢
）

【
団
体
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

湯
津
上
中
学
校

【
企
業
等
緑
化
の
部
】

○
最
優
秀
賞

　

全
薬
工
業
株
式
会
社　

栃
木
工
場

　
（
寒
井
）

・
ウ
エ
ス
ト
コ
ビ
ナ
市
派
遣
中
学
生

・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
市
派
遣
高
校
生

○
演　

題

　
「
大
き
な
視
野
で
考
え
学
ぶ
〜
国
旗
で

　

わ
か
る
世
界
の
文
化
と
歴
史
〜
」

○
講　

師　

吹
浦　

忠
正　

氏

　
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係　

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

10
月
24
日
（
日
）
に
、
大
田
原
市
消
防
団

通
常
点
検
を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、
同

日
午
前
７
時
に
、
市
内
全
域
で
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴（
１
回
15
秒
）を
行
い
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課
総
務
消
防
係

　
　
　
（
２
２
）３
０
０
４

　　　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
に
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

須
藤　

敦
子　

氏（
新
任
・
須
賀
川
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

何
陋
塾
は
、
平
成
20
年
10
月
に
、
論
語
の

素
読
を
通
じ
て
品
格
や
誇
り
を
育
て
よ
う

と
始
め
ら
れ
、
論
語
か
ら
１
０
０
編
を
選

ん
だ
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
講
座
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
完
読
を
記
念

し
、
市
総
合
文
化
会
館
に
て
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
に
は
、
郷
学
研
修
所

所
長　

荒
井
桂（
か
つ
ら
）氏
を
招
き
、「
今

な
ぜ
論
語
を
読
む
の
か
〜
心
を
耕
す
風
土

〜
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
２
２
０
名

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、荒
井
氏
は
、「
12
、13
歳
ま

で
の
記
憶
力
が
良
い
時
期
に
、
意
味
が
分

か
ら
な
く
て
も
、
素
読
を
通
じ
て
、
論
語
を

覚
え
る
こ
と
は
人
生
の
財
産
に
な
る
」、

「
心
を
耕
し
、
人
を
育
む
こ
と
が
国
家
と
し

て
一
番
大
事
で
あ
り
、
戦
後
教
育
で
軽
ん

じ
ら
れ
た
心
の
教
育
を
や
り
直
す
に
は
論

語
の
素
読
が
適
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
、
講
座
で
学
ぶ
小

学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
14
名
が
論

語
素
読
を
披
露
し
、
13
編
の
論
語
を
見
事

に
暗
唱
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

緑
化
顕
彰
表
彰

講　

演　

会

海
外
派
遣
生
徒
体
験
発
表

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

消
防
団
通
常
点
検
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

何
陋（
か
ろ
う
）塾
記
念
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
左
）小
学
生
に
よ
る

　
　

論
語
素
読

（
右
）講
演
を
行
っ
た

　
　

荒
井
桂
氏

す
ど
う      

あ
つ
こ

河原自治公民館
の花壇
河原自治公民館
の花壇



イベント特集

平成22年10月15日号 8

●
期　

日　

11
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

県
北
体
育
館
、
美
原
公
園
、Ｊ

　

Ａ
な
す
の
大
田
原
支
店

●
主
な
催
し
物　

企
業
展
、
も
の
づ
く
り

　

中
小
企
業
紹
介
展
、Ｊ
Ａ
ま
つ
り
、
小
中

　

学
校
教
育
祭
、
菊
花
展
、
文
化
協
会
発
表

　

会
、
趣
味
の
会
作
品
展
、
模
擬
店
コ
ー
ナ

　

ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
産
業
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
（
大
田
原
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
（
２
２
）２
２
７
３

　

今
年
も
、産
業
文
化

祭
で「
菊
花
展
」を
開

催
し
ま
す
。市
の
花

「
菊
」を
栽
培
し
、菊
花

展
に
展
示
発
表
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

●
展
示
期
間

　

11
月
６
日（
土
）

　
　

・
７
日（
日
）

　
﹇
大
田
原
市
産
業
文
化
祭
開
催
期
間
﹈

●
応
募
期
限　

10
月
25
日（
月
）

●
応
募
方
法　

詳
し
く
は
大
田
原
市
菊
花

　

展
実
行
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
菊
花
展
実
行
委
員
会

　

会
長　

小
林　

政
男

　
　
　
（
２
８
）１
４
１
６

　

全
国
各
地
の
竹
芸
愛
好
者
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
竹
芸
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　

市
内
竹
芸
家
な
ど
の
竹
芸
作
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会

や
作
品
の
即
売

会
な
ど
も
行
い

ま
す
の
で
、皆

様
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
期　

間

　

11
月
５
日（
金
）〜
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場　

所

　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
内
）ほ
か

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
応
募
の
あ
っ
た
全
竹
芸
作
品
の
展
示

・
竹
芸
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

・
竹
工
芸
の
実
演

・
竹
工
芸
品
即
売
会　

な
ど

●
入
場
料　

無
料

【
宇
都
宮
巡
回
展
】

○
期　

間　

11
月
27
日（
土
）〜
30
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
27
日
は

　

午
後
１
時
〜
）

○
場　

所　

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

第
３
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
栃
木
県
宇
都
宮
市

　

本
町
１
‐
８
）

○
内　

容　

応
募
作
品
の
一
部
を
展
示
、

　

竹
工
芸
の
実
演

【
入
賞
作
品
展
】

○
期　

間　

12
月
４
日
（
土
）
〜
平
成
23
年

　

２
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
を
除
く
）

○
場　

所　

那
須
与
一
伝
承
館　

竹
の
ギ

　

ャ
ラ
リ
ー

○
内　

容　

全
国
竹
芸
展
の
入
賞
作
品
の

　

展
示

■
問
い
合
わ
せ

　

全
国
竹
芸
展
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

●
日　

時　

10
月
24
日（
日
）

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内　

容　

農
産
物
直
売
所
会
員
に
よ
る

　

感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト「
収
穫
祭
」

・
大
鍋
で
作
る「
い
も
煮
」

　

午
前
10
時
か
ら
50
円
で
販
売
。

・
ふ
か
し
い
も
、
焼
き
そ
ば
、
つ
き
た
て
餅

　

の
販
売

・
新
米
の
無
料
配
布

・
綿
あ
め
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

　
（
小
生
学
以
下
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

県
北
福
祉
施
設
バ
ザ
ー
ル

●
期　

日　

10
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内　

容　

那
須
地
区
の
福
祉
施
設
利
用    

　

者
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
陶
芸
・

　

木
工
作
品
の
展
示
・
販
売
、
手
作
り
パ

　

ン
の
販
売
）

■
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

ポ
ッ
ポ
農
園
収
穫
感
謝
祭

●
日　

時

　

11
月
３
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜

●
場　

所

　

大
田
原
市
ポ
ッ
ポ
農
園（
片
田
１
１
９

　

０
８
‐
２
）

●
内　

容

○
い
も
ほ
り
大
会

　

１
人
10
株
の
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫
。大

　

物
賞
な
ど
の
賞
を
用
意
。昼
食
に
は
新

　

米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
サ
ン
マ
な
ど
、
秋
の

　

味
覚
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
受　

付　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

・
開
会
式　

午
前
10
時
10
分
〜

・
昼　

食　

正
午
〜

・
閉
会
式　

午
後
２
時
〜

・
参
加
費　

大
人　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
供　

１
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

ポ
ッ
ポ
農
園

　
　
　
（
５
４
）４
３
６
８

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

第
22
回
与
一
の
里

大
田
原
市
産
業
文
化
祭

【
大
田
原
市
菊
花
展
出
品
者
募
集
】

第
15
回
全
国
竹
芸
展

道
の
駅「
収
穫
祭
」

県
北
福
祉
施
設
バ
ザ
ー
ル

ポ
ッ
ポ
農
園
収
穫
感
謝
祭

本年度の作品審査本年度の作品審査
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大
田
原
市
く
ら
し
の
会
で
は
環
境
問
題

に
取
り
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し

た
活
動
及
び
普
及
啓
発
の
拠
点
と
す
る
た

め
、「
く
ら
し
情
報
館
」
を
開
館
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
に
役
立
つ
く
ら
し
情
報
を

発
信
す
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
場　

所　

大
田
原
宿
あ
ら
ま
ち
蔵
屋
敷

　
（
中
央
１
‐
２
‐
１
４
）

●
10
月
の
開
館
日

　

10
月
16
日（
土
）・
18
日（
月
）

　
　
　

22
日（
金
）・
24
日（
日
）

　
　
　

27
日（
水
）・
29
日（
金
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
事
業
内
容

①
白
色
ト
レ
イ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
、
食
用
廃
油
の
回
収

　

箱
設
置

　

家
庭
で
出
る
食
用
廃
油
の
処
理
に
お
困

　

り
の
方
は
、
使
用
後
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

な
ど
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。回

　

収
し
た
廃
油
は
環
境
に
や
さ
し
い「
廃
油

　

せ
っ
け
ん
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
普
及
お
よ
び
販
売

　

生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
作
る
際
に
使
用
す

　

る「
ボ
カ
シ
」の
他
、
食
用
廃
油
の「
廃
油

　

せ
っ
け
ん
」、
古
布
の
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」、

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
「
イ
ス
」
な
ど
、
会
員
が

　

ゴ
ミ
の
減
量
や
再
資
源
化
に
取
り
組
み

　

作
成
し
て
い
る
も
の
を
展
示
・
販
売
し
、

　

普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
の
開
催

　

資
源
を
再
利
用
し
た
「
エ
コ
バ
ッ
グ
作

　

成
」
な
ど
を
体
験
で
き
る
教
室
を
定
期

　

的
に
開
催
し
ま
す
。

④
家
庭
用
不
用
品
の
情
報
管
理

　

家
庭
に
あ
る
不
用
品
に
つ
い
て
「
ゆ
ず

　

り
た
い
」「
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
」
の
仲
介

　

役
を
行
い
ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
11
月
１
日
号
広
報
お
お
た

　

わ
ら
に
掲
載
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
会
長　

菊
池

　
　
　
（
２
２
）６
１
９
４

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り
市

民
向
け
の
消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
お
よ
び
会
場

○
11
月
16
日（
火
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

湯
津
上
支
所
１
０
３
会
議
室

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

大
田
原
市
東
地
区
公
民
館
ホ
ー
ル

○
11
月
25
日（
木
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

黒
羽
川
西
地
区
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
黒
羽
支
所
内
）

②
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　

野
崎
地
区
公
民
館
会
議
室

●
内　

容

　
「
あ
な
た
に
も
で
き
る
！
悪
質
商
法
撃

　

退
法
」と
題
し
、
大
田
原
市
消
費
生
活
セ

　

ン
タ
ー
の
相
談
員
が
訪
問
販
売
、
電
話

　

勧
誘
、
架
空
・
不
当
請
求
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消
費
生
活
相
談

　

の
事
例
を
も
と
に
対
処
法
を
わ
か
り
や

　

す
く
解
説
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

●
受
講
方
法　

事
前
申
し
込
み
不
要
。ご

　

都
合
が
よ
い
会
場
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

・
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
各
会
場
と
も
先
着
30
名
に
エ
コ
バ
ッ
グ

　

と
廃
油
せ
っ
け
ん
を
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

く
ら
し
情
報
館
が
開
館
し
ま
す

消
費
生
活
講
座
の
開
催

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
清
水
橋（
市
道
城
山
２
１
０
号
線
）】

●
期　

間　

10
月
下
旬
〜
12
月
下
旬

●
工
事
内
容　

橋
面
補
修
工
事（
老
朽
化

　

し
た
木
造
部
分
の
取
り
換
え
）

【
汗
子（
あ
せ
こ
）橋（
片
府
田
地
内
市
道
小

種
島
新
宿
線
）】

●
期　

間　

10
月
下
旬
〜
12
月
下
旬

●
工
事
内
容　

橋
面
補
修
工
事
（
老
朽
化

　

し
た
木
造
部
分
の
取
り
換
え
）

■
問
い
合
わ
せ

　

維
持
管
理
課
道
路
補
修
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
７

橋
梁
工
事
に
よ
る
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ（
清
水
橋
・
汗
子
橋
）

（箒川）（箒川）

県水産試験場
片府田試験地

汗子橋
（工事箇所）
汗子橋

（工事箇所）

県道親園南金丸線
（ライスライン）

市道大神福原線

（
蛇
尾
川
）

（
蛇
尾
川
）

東那須
カントリー
クラブ

宇
田
川
佐
良
土
線

宇田川橋

小種島大橋

○ふれあいの丘

○

大
田
原
喜
連
川
線

○

○

清水橋
（工事箇所）
清水橋

（工事箇所）

蛇尾橋

（
蛇
尾
川
）

（
蛇
尾
川
）金灯籠交差点

国道 461 号
○

市道内環状南大通り線
（通称３・３・１号）

消防本部

旭橋

蛇
尾
川

緑
地
公
園

塩原屋
中田原店
○

ファミリーマート
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●
標
準
営
業
約
款
制
度
と
は

　
「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正

化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

消
費
者
生
活
保
護
の
観
点
か
ら
、
消
費
者

が
お
店
を
利
用
す
る
際
の
選
択
の
利
便
性

を
図
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に

資
す
る
目
的
で
制
度
化
さ
れ
、
厚
生
労
働

大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
定
さ
れ
る
も
の

で
す
。

●
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
業
種

　

理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、

　

め
ん
類
業
、一
般
飲
食
業

●
制
度
の
基
準

①
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容

　
（Standard

＝
安
心
）

②
店
舗
の
衛
生
管
理

　
（Sanitation

＝
清
潔
）

③
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

　
（Safety

＝
安
全
）

※

登
録
店
に
は
Ｓ
マ

　

ー
ク
が
表
示
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
詳
細

　

は
左
記
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）栃
木
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

　

タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
５
）２
６
６
０

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　11月22日(月）午前10時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　11月10日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　11月16日(火）午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　（２３)８７００

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要です
ので、総務課文書法規係まで電話でご予約くださ
い。
　日時　11月24日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　11月17日(水)～22日(月）午前８時30分
　　　　～午後５時15分(土・日・祝日除く）

■予約・問い合わせ
　総務課文書法規係
     　　（２３)８７０２

予約が必要です。電話または弁護士会窓口(宇都宮
市小幡2-7-13)へ直接お申し込みください。
　日時　11月12日(金）午後１時30分～
　場所　大田原商工会議所
　相談料　5,250円
　申込　土・日・祝日を除く午前10時30分～正午、
　　　　午後１時～4時30分

■予約・問い合わせ
　栃木県弁護士会
     　　028（643)2272

栃木県弁護士会
有料法律相談 市民無料法律相談

総合行政相談
●
11
月
の
相
談
の
窓
口

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚
給付、会社設立定款などについて、公証人が無
料で相談に応じます。予約が必要ですので、公
証役場まで電話でご予約ください。
　日時　11月24日(水）午前10時～正午
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　   　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などにつ
いての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日　　
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内県北県民センター

■問い合わせ
　県北県民センター
　　　（２３)１５５５

栃木県
交通事故相談

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　11月15日(月）午前９時30分～正午
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　11月10日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　11月16日(火）午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
知
で
す
か（Ｓマーク）
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国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
平
成
22
年

地
価
調
査
価
格（
平
成
22
年
７
月
１
日
時

点
）が
、
９
月
22
日
、
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本
市
17
地
点

の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
地
の
地
価
は
、
左
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
の
平
均
価
格
は
１
㎡
あ
た
り

住
宅
地
で
２
万
１
２
０
円
、
商
業
地
で
３

万
６
０
７
５
円
で
す
。ま
た
、
平
均
変
動
率

は
、
住
宅
地
で
３
・
７
％
の
減
（
昨
年
３
・

３
％
減
）、商
業
地
で
４
・
３
％
の
減（
昨
年

３
・
４
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
調
査
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
た
図
書
な
ど
は
、
都
市
計
画
課（
本
庁

舎
２
階
）で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
価
調
査
は
、
昭
和
50
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
正
常
な
土
地
の
価
格
を
都
道

府
県
知
事
が
判
定
し
、
定
期
的
に
公
表
す

る
も
の
で
す
。

　

地
価
調
査
の
標
準
価
格
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
土
地
取
引
の
規
制
に
お

け
る
土
地
価
格
算
定
の
基
準
と
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
価
公
示
の
公
示
価
格
と
一
体

と
な
っ
て
、
土
地
取
引
の
指
標
と
し
て
適

正
な
価
格
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
に
お
い
て
は
、
基
準
地
と
し
て

宅
地（
宅
地
見
込
地
を
含
む
）が
４
５
９

地
点
、
林
地
が
12
地
点
、
合
計
４
７
１
地

点
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
準
地
設
定
区
域

が
栃
木
県
全
域
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
地
価
公
示
の
調
査

対
象
区
域
外
の
地
域
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

●
主　

催　

大
田
原
市
交
通
安
全
母
の
会

●
日　

時　

10
月
26
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

市
総
合
文
化
会
館　

ホ
ー
ル

●
内　

容　

《
第
一
部
》
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分

・
内
容　

交
通
講
演
会

・
講
師　

大
田
原
警
察
署　

交
通
課
長

《
第
二
部
》
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
内
容　

コ
ン
サ
ー
ト

・
出
演　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手  

藤
田
和
恵
さ
ん

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
。ど
な

　

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
交
通
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

　

栃
木
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
・
グ
ル
メ
情
報
な
ど
、
栃
木
県
内

外
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
情
報
を
毎
月
２
回
、

ご
登
録
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

お
届
け
し
ま
す
。

●
発
行
回
数　

月
２
回（
原
則
１
日
と
15
日
）

●
掲
載
内
容　

県
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
募

　

集
情
報
、
お
出
か
け
情
報
、
と
ち
ぎ

　

ブ
ラ
ン
ド
・
グ
ル
メ
情
報
、
県
政
の
動

　

き
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
登
録
料　

無
料（
パ
ソ
コ
ン
で
電
子
メ

　

ー
ル
が
受
信
で
き
る
環
境
が
必
要
。
携

　

帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
に
は
対
応
し
て

　

い
ま
せ
ん
。
）

●
登
録
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
か
ら

　
　

http://w
w
w
.pref.tochigi.lg.jp 　

　
　

/m
erum

aga/

　

に
ア
ク
セ
ス
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス
を
登
録
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
広
報
課
広
報
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）２
１
６
４

北金丸字古町1814番
元町1丁目786番5「元町1丁目8番22号」
薄葉字狩野2258番5
本町1丁目2701番124
蛭田字台ノ下1981番37
佐良土字天沼622番1
黒羽田町字南裏85番1の内
前田字郷前112番22
黒羽向町字上ノ台444番9
住吉町1丁目2510番61「住吉町1丁目8番17号」
美原1丁目3124番4「美原1丁目5番42号」
中央1丁目2239番1「中央1丁目1番29号」
佐良土字中宿872番1外
黒羽向町字下町102番2
上石上字東山1844番
羽田字長者平227番66
須賀川字梨ヶ作3930番

12,700(13,000)
30,600(32,500)
24,700(26,000)
31,100(33,000)
6,100(6,200)

10,700(10,800)
16,800(17,200)
11,300(11,500)
20,600(21,600)
36,600(39,300)
48,000(50,500)
48,200(51,000)
14,600(14,800)
33,500(35,400)
11,700(12,300)

1,040,000(1,100,000)
78,000(79,000)

基準地の１㎡あたり
の価格　（  ）は前年価格
単位：円

基準地の所在･地番･住居表示

工業地

平成 22年大田原市における地価価格一覧

地
価
調
査
と
は
・
・
・

平
成
22
年

本
市
の
地
価
調
査
価
格

と
ち
ぎ
フ
レ
ッ
シ
ュ
情
報

「
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ち
ぎ
メ
ー
ル
」

読
者
募
集

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

住　

宅　

地

商
業
地

林
地

基
準
値

※林地の基準単価は10ａあたりの価格
※この地価調査は、国土利用計画法施行令(昭和49年政令第387号)第９
　条の規定により、平成22年７月１日を基準日として実施したもので
　す。

交
通
講
演
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

の
お
知
ら
せ



お知らせ

平成22年10月15日号 12

　

10
月
か
ら
、
市
民
健
康
診
査
を
市
が
指

定
し
た
医
療
機
関
で
受
け
る
「
医
療
機
関

健
診
方
式
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
ま
で
に
健
康
政
策
課
へ
申
し
込
ま

れ
て
い
た
方
に
は
、
９
月
下
旬
に
受
診
に

必
要
な
書
類
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
で
、
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
政
策
課
成
人

健
康
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
に
申
し
込
み
が
無
い
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
以
上

　

に
な
る
方
で
、
大
田
原
市
国
民
健
康
保

　

険
加
入
者
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
加

　

入
者

●
受
診
で
き
な
い
方

①
今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

②
今
後
、
年
度
内
に
集
団
健
診
や
人
間
ド

　

ッ
ク
で
特
定
健
診
を
受
診
予
定
の
方

●
受
診
期
間

　

10
月
〜
平
成
23
年
２
月
末
日

●
受
診
回
数　

年
間
を
通
じ
１
回

●
受
診
方
法

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
お
手
元
に
特
定

　

　

健
康
診
査
受
診
券
な
ど
の
関
係
書
類
が

　

届
き
ま
す
の
で
、
次
の
市
指
定
医
療
機

　

関
で
事
前
に
予
約
を
取
り
、
受
診
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
受
診
者
負
担　

１
０
０
０
円

　
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

●
受
診
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
・
保
険
証
・
健

　

康
診
査
記
録
票

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

《
申
し
込
み
に
つ
い
て
》

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

《
人
間
ド
ッ
ク
に
関
す
る
事
》

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

●
対
象
者

　

平
成
23
年
３
月
31
日
に
お
け
る
年
齢
が

　

次
に
該
当
す
る
女
性

・
子
宮
が
ん　

20
歳
以
上

・
乳
が
ん　
　

30
歳
以
上

　

●
受
診
で
き
な
い
方

①
今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

　

方
②
今
後
、
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
子

　

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
予
定
の

　

方
●
受
診
期
間

　

10
月
〜
平
成
23
年
２
月
末
日

●
受
診
回
数　

年
間
を
通
じ
１
検
査
１
回

●
受
診
方
法

　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
お
手
元
に
受
診

　

に
必
要
な
書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、
下

　

表
の
市
指
定
医
療
機
関
で
事
前
に
予
約

　

を
取
り
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
で
き
る
市
指
定
医
療
機
関

　

下
表
の
と
お
り

●
受
診
者
負
担

《
子
宮
が
ん
検
診
》

　

頸
部
検
査　

１
０
０
０
円

　

頸
部
・
体
部
検
査　

１
７
０
０
円

《
乳
が
ん
検
診
》

　

乳
が
ん
検
診　

１
０
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び
「
女
性
特
有
の

　

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」（
体
部

　

検
査
は
対
象
外
）を
お
持
ち
の
方
は
、

　

無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
受
診
す
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

健
康
診
査
記
録
票
・「
女
性
特
有
の
が

　

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
お
持
ち

　

の
方
は
同
ク
ー
ポ
ン
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

市
民
健
康
診
査

『
医
療
機
関
健
診
方
式
』

開
始
の
お
知
ら
せ

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

大田原赤十字病院
●住　所
　　住吉町２-７-３
●電話番号
　　　(２３)１１２２(代表)
那須中央病院付属総合健診
センター
●住　所
　　下石上１４５３
●電話番号
　　　(２９)２５２５

特定健康診査
市指定医療機関
特定健康診査
市指定医療機関

医療機関名

那須中央病院付属総合健診センター

山の手岡くりにっく

菅間記念病院

はしもとマタニティクリニック

藤田産婦人科医院

石塚産婦人科

田崎医院

しんたくレディースクリニック

大田原市下石上1 4 5 3

大田原市山の手2 - 2 1 - 1 0

那須塩原市大原間2 - 5

大田原市若松町5 0 7 - 5

那須塩原市宮町5 - 1 9

那須塩原市三島2 - 1 4 - 9

那須郡那須町寺子丙1

那須塩原市方京1 - 7 - 3

子宮がん・乳がん検診が受診できる市指定医療機関

０２８７(２９)２５２５

０２８７(２０)２２５１

０２８７(６２)０７３３

０２８７(２３)８１８０

０２８７(６２)０１１５

０２８７(３６)６２８８

０２８７(７２)０１１１

０２８７(６７)１２２１

子
宮
が
ん

乳
が
ん

所　在　地 電話番号



お知らせ

平成22年10月15日号13

　

広
報
お
お
た
わ
ら
10
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
の
概
要
の
中
で
、
掲
載

時
点
で
未
定
で
あ
り
ま
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
受
け
ら
れ
る
市
内
の
医
療
機
関
が
左

記
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
市
外
の
医
療

機
関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
礎

疾
患
を
お
持
ち
の
方
は
か
か
り
つ
け
医
で

接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
10
月
１

日
号
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
最
も
有
効

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
流
行
が
始
ま
る
前
に
、
ぜ
ひ

予
防
接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

①
接
種
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
接
種

　

を
希
望
す
る
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
心

　

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ

　

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方

●
接
種
期
間

　

10
月
中
旬
〜
平
成
23
年
２
月
28
日（
月
）

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
日
は
、
各
医
療
機

　

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
接
種
回
数

　

原
則
と
し
て
１
人
に
つ
き
１
回

※
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

　

チ
ン
の
Ａ
香
港
型
・
Ｂ
型
に
新
型
を
混

　

合
し
た
３
価
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

●
料　

金

　

無
料（
１
回
目
の
接
種
の
場
合
）

※
２
回
目
の
接
種
お
よ
び
問
診
の
み
の
場

　

合
は
、
自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。

●
接
種
場
所

　

市
内
の
医
療
機
関（
広
報
お
お
た
わ
ら

　

10
月
１
日
号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

※
那
須
塩
原
市
お
よ
び
那
須
町
の
医
療
機

　

関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
ま
た
は
老
人
健
康
手
帳

●
受
け
方

　

本
人
ま
た
は
家
族
が
事
前
に
医
療
機
関

　

に
連
絡
し
、
体
調
の
良
い
時
に
受
け
る

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
池永腎内科クリニック
礒外科小児科医院
鎌田医院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
高橋医院
高橋外科医院
だいなリハビリクリニック
長嶋医院
那須中央病院
なす療育園
西田整形外科病院
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
山の手岡くりにっく
吉成小児科医院
増山医院
磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
町島200-8
浅香3-3711
薄葉2252-25
浅香3-3578
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-265
滝沢355
住吉町1-11-20
紫塚3-2633-10
下石上1246
下石上1453
北金丸2600-7
元町1-9-18
元町1-2-14
下石上1792-2
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
山の手2-21-10
新富町2-1-22
佐良土861
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２４）７０７０
（２２）２６０１
（２９）２０５５
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２０）３１０２
（２９）００５０
（２９）２１２１
（２０）５１００
（２０）３１００
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２０）２２５１
（２２）２４１２
（９８）２００８
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７

※ 受診する際は、事前に医療機関にお問い合わせください。

地区 医療機関名 所在地 電話番号

【かかりつけ以外の方へも新型インフルエンザワクチン接種を行う市内医療機関】

大　

田　

原

湯津上

黒　

羽

平
成
22
年
度
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施

医
療
機
関



お知らせ

平成22年10月15日号 14

◆｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健
　診｣を受診する方は、｢保険証｣と｢特定
　健康診査受診券｣をご持参ください。
◆申し込んだ日程を変更する方やまだ申
　し込みをしていない方は、健康政策課
　成人健康係までご連絡ください。
　変更のご連絡がない場合、ご希望の日
　に受診できないことがあります。

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　　（２３）７６０１

11月の日程11月の日程11月の日程集団健診集団健診集団健診

●受付時間　午前７時30分～午前10時

◆当日の健診スタッフには男性
　もおります｡
◆不明な点は成人健康係まで問
　い合わせください。

女性のみの健診日程女性のみの健診日程女性のみの健診日程

●受付時間　午前７時30分～午前10時
　　　　　　８日･18日･30日のみ午前８時～午前10時

　
高
齢
者
が
か
か
る
肺
炎
の
多
く
が
、
肺

炎
球
菌
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
肺
炎
球
菌
は
、
80
種
類
以
上
の
型

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
感
染
す
る
機
会
の

多
い
23
種
類
の
型
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
免
疫
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
べ

て
の
肺
炎
が
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
が
大

切
で
す
。

●
対
象
者
…
大
田
原
市
民
で
接
種
当
日
70

　

歳
以
上
の
方

※
過
去
に
１
度
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

　

種
し
、
５
年
以
上
経
過
し
た
方
も
、
医
師

　

の
判
断
で
再
接
種
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す

※
助
成
は
１
人
１
回
の
み
で
す
の
で
、
過

　

去
に
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。

●
実
施
場
所　

次
頁
「
肺
炎
球
菌
予
防
接

　

種
実
施
医
療
機
関
一
覧
」の
と
お
り

●
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
額

　

４
０
０
０
円（
接
種
費
用
７
５
０
０
円

　

の
う
ち
、３
５
０
０
円
を
市
が
負
担
）

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
は

　

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
接
種
方
法

①
市
に
申
し
込
む

　

保
険
証
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
高
齢

　

い
き
が
い
課
介
護
予
防
係
ま
た
は
各
支

　

所
、
出
張
所
に
直
接
申
し
込
み
。　　
　

　

↓「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
券
」
が
そ
の
場

　

　

で
発
行
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

②
医
療
機
関
に
予
約
す
る

　

電
話
ま
た
は
直
接
、
接
種
日
を
予
約
。

※
次
ペ
ー
ジ
「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
実
施

　

医
療
機
関
一
覧
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

　

医
療
機
関
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

　

受
け
る
と
き
は
、
事
前
に
高
齢
い
き
が

　

い
課
介
護
予
防
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

③
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る

　
「
保
険
証
」
と
「
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
券
」

　

を
持
参
の
う
え
、
事
前
に
予
約
し
た
医

　

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る
。

※
予
診
票
は
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

•
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、  

行
政
措
置
に

　

よ
る
法
定
外（
任
意
）の
予
防
接
種
で
す

　

の
で
、  

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。  

•
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
肺
炎
球
菌

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解
し
た

　

う
え
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

•
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
行
政
措
置
に

　

よ
る
法
定
外（
任
意
）の
予
防
接
種
で
す

　

が
、
国
が
認
め
た
健
康
被
害
が
起
き
た

　

と
き
は
、「
大
田
原
市
予
防
接
種
事
故
災

　

害
規
則
」に
基
づ
き
対
処
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課

　

介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

70
歳
以
上
の
方
対
象

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

11月７日(日)

11月13日(土)

11月22日(月)

11月28日(日)

大田原市役所庁舎東別館

黒羽保健センター

大田原東地区公民館

大田原市役所庁舎東別館

市内全地区

期　日 会　　場 対象地区

市内全地区

大田原東地区公民館

黒羽保健センター

金田北地区公民館

大田原市役所庁舎東別館

大田原東地区公民館

大田原市役所庁舎東別館

大田原東地区公民館

期　日 会　　場 対象地区
11月８日（月）

11月12日（金）

11月18日（木）

11月20日（土）

11月24日（水）

11月27日（土）

11月30日（火）★

★

※★印の健診は、乳がん・子宮がんの検診
　ができません。お申し込みの際はご注意
　ください。
　また、申し込み数が少ないため、通常より
　も待ち時間が少なくて済みます。
　以前、特定健診や胃がん検診などの受診
　ができなかった方にお勧めです。



お知らせ

平成22年10月15日号15

★一覧に記載されていない医療機関で接種を希望する方は、事前に高齢いきがい課介護予防係
         (２３)８９１７ までご連絡ください。

肺炎球菌予防接種実施医療機関一覧
医療機関名 所在地 電話番号 医療機関名 所在地 電話番号

青柳医院 中央2-1-2 (２２)２１２２

(２３)１１３１

(２８)００５３

(２４)７０７０

(２２)２６０１

(２３)１１２２

(２２)２７０３

(２９)２０５５

(２０)３２００

(２４)１００１

(２３)８８７０

(２２)６１１５

(２８)１１５１

(２２)２６２４

(２０)３１０２

(２９)００５０

(２９)２１２１

(２２)２２２０

(２９)００１０

(２２)２３３６

(２３)６３２１

(２２)２０６７

(２０)２２５１

(９８)２００８

磯医院 黒羽向町8 (５４)００２０

(５４)００１３

(５４)００６２

(５４)００３１

(５９)０８３５

(５４)２７２７

(３７)５３５３

(３４)０６７８

(３９)１８０５

(３７)９９０１

(３６)８２１１

(３９)５２３２

(３７)８２３１

(３９)１５８１

0287(62)0485

0287(68)0006

0287(62)5500

0287(65)3535

0287(72)0111

0287(96)5151

0287(96)2841

(４３)２２３０

赤羽胃腸科外科
肛門科医院 城山2-5-29　 江部医院 黒羽向町60

阿部内科 佐久山2018 車田医院 大豆田457-24

池永腎内科
クリニック 町島200-8 くろばね齋藤醫院 黒羽田町612

礒外科小児科医院 浅香3-3711 益子医院 大久保266

大田原赤十字病院 住吉町2-7-3 益子クリニック 黒羽田町827

鎌田浅香医院

小林内科外科医院

齋藤内科医院

浅香3-3578

鎌田医院 薄葉2252-25 小沼内科胃腸科
クリニック 西朝日町6-42

木戸内科
クリニック 美原2-2831-153 きくち内科

クリニック
下田野
531-130

国際医療福祉大学
クリニック 北金丸2600-6

富士見
1-1606-265

さいとう
クリニック 西幸町7-13

高橋医院 滝沢355

新富町3-4-18

高澤クリニック 緑1-8-472

高橋外科医院 住吉町1-11-20

図南循環器消化器
診療所

東三島3-56-30

だいなリハビリ
クリニック 紫塚3-2633-10

はらクリニック 東三島4-54-7

長嶋医院 下石上1246

みどりクリニック 一区町160－1

那須中央病院 下石上1453

みずぬま
クリニック 東三島2-80-6

橋本内科
クリニック 元町1-2-14

五味淵医院 黒磯幸町5-12

藤田医院 下石上1792-2

須田医院 高林1206-8

増山医院 小滝1107-6

那須脳神経外科
病院

野間神沼
453-14

増山胃腸科
クリニック 加治屋83-413

渡部医院 大原間140-1

松井医院 城山1-2-3

山の手岡
くりにっく 山の手2-21-10

田崎医院 寺子丙1

増山医院 佐良土861

上野医院 小川700

佐藤医院 小川2960-1

尾形クリニック 末広町45-3

矢　板　地　区

大　田　原　地　区 黒　羽　地　区

那　須　塩　原　市

湯　津　上　地　区

那　珂　川　地　区

那　須　地　区

と な ん



　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医等が交代で、休日等の夜間の初
期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院等と連携して適切な診療を行
います。

■休日当番医・休日等急患
　診療所・夜間等診療当番
　病院に関する問い合わせ
　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分
　　　　～午後５時15分

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1丁目-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所
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●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

日
　
７
14
21
28

月
１
８
15
22
29

火
２
９
16
23
30

水
３
10
17
24

木
４
11
18
25

土
６
13
20
27

金
５
12
19
26

11月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児救急拠点病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】
  午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2丁目-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受診するか、
　休日当番医、休日等急患診療所をご利用ください。
◎診療を受けた方が良いか、家庭で様子を見ても良いか悩ん
　だときは、下の電話相談をご利用ください。

《お願い》事前に当番病院に電話をして
　　　　　から受診してください

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
　３日(水)
７日(日)
14日(日)
21日(日)
23日(火)
28日(日)

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　
　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　
　０２８－６００－００９９
　
　局番なし ♯８０００
※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●

藤田医院
益子医院
益子クリニック
松井医院
増山医院(小滝)
増山医院(佐良土)

(２９)００１０
(５９)０８３５
(５４)２７２７
(２２)２０６７
(２２)２３３６
(９８)２００８

下石上1792-2
大久保266
黒羽田町827
城山1-2-3
小滝1107-6
佐良土861

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

11月の休日当番医

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

11月の休日当番医

　お子さんが急な病気
やけがで心配なとき、
家庭での対処方法など
を、経験豊富な看護師
がアドバイスします。

大田原赤十字病院では、ベテラン看護師による毎
日24時間体制での電話相談を行っています。
　適切なアドバイスが受けられますので、
まずは電話でご相談ください。
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●
期　

日　

11
月
11
日（
木
）〜
12
日（
金
）

●
宿
泊
先　

茨
城
県
筑
波
温
泉

　

日
程
は
後
日
参
加
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
定　

員　

30
名

●
費　

用　

４
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

10
月
28
日（
木
）ま
で
に
、

　

電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も
課
子
育
て

　

支
援
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
込
受
付
時
間　

平
日（
休
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

●
年
金
受
給
者
の「
死
亡
届
」に
つ
い
て

　

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
本
人
が
死
亡

す
る
と
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
を
受

け
て
い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
は
、
「
死

亡
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
を
多

く
受
け
取
り
す
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
と
き
は
、
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方
か
ら
の

請
求
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　

請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
・
順
位
は
、

年
金
を
受
け
て
い
た
方
の
死
亡
当
時
、
そ

の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶
者

・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

で
す
。

●
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る

被
保
険
者
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
の

い
ず
れ
も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と
き
、

死
亡
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場

寡
婦
一
泊
招
待
事
業
の

お
知
ら
せ

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
・
順
位
は
、

死
亡
者
の
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖

父
母
・
兄
弟
姉
妹
の
順
で
す
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
月
数
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

36
月
以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
８
５
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
年
金
事
務
所

　

  　

（
２
２
）６
３
１
１

　

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　

  　

（
２
３
）８
９
２
８　

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
は

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての
相談を受け付けます。
●日　時　11月９日(火)  9:30～11:00　
●場　所　大田原保健センター
●内　容　身長・体重測定、育児相談
■問い合わせ
　こども課母子健康係　　（２３）８６３４

プレママ食育教室
妊娠期や授乳期の望ましい食生活について学ぶ教
室です。講和と調理実習の全２回。事前に電話予
約が必要です。
●日　時　①11月11日(木)  13:30～15:30　
　　　　　②11月29日(月)  10:00～12:00
●場　所　大田原保健センター
●内　容　①講話、意見交換、仲間づくり
　　　　　②調理実習、試食会
●持ち物　母子(親子)健康手帳、②のみエプロン
■申し込み・問い合わせ
　こども課母子健康係　　（２３）８６３４

乳幼児健康相談

腎臓ですA
　腎臓には、体内からナトリウムをむやみやた
らに出さないようにする能力が備わっています。
　塩分を過剰に摂取すると血圧が上がりますが、
これは腎臓が何とかして塩分を捨てようとして
いるためです。
　さらに、高血圧が持続すると、高血圧自体が
腎臓の働きを悪くさせます。
　塩分そのものが直接腎臓を痛めるわけではあ
りませんが、過剰な塩分摂取は高血圧と腎臓の
働きに障害を招きます。

『塩分の取り過ぎに注意!』
腎臓まめ知識①

塩分を過剰に摂取すると
負担が増える臓器は？Q

　購入した食材の
食品表示などから
も、自分の１日の
塩分摂取量を確認
してみましょう。

あなたは、何グラムの塩分を摂っていますか？

１日に摂取する
塩分量の目安

男性　10ｇ未満
女性　８ｇ未満

※ナトリウムから塩分量が計算できます。
　塩分量(g)＝ナトリウム(mg)×2.54÷1,000
　上記の例の場合　1,800×2.54÷1,000＝4.572g

■問い合わせ　健康政策課成人健康係
　　　　　　　　　(２３)７６０１

エネルギー　600 kcal
たんぱく質  　50 g
脂　　質　  　10 g
炭水化物　  　98 g
ナトリウム 1,800 mg

食
品
表
示
の
例

栄養成分表(100gあたり)

※食塩は化学記号でNaCl(塩化ナトリウム)
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●
開
催
期
間　

12
月
〜
平
成
23
年
３
月

　
（
全
10
回
予
定
）

●
対
象
者　

小
学
生

●
募
集
人
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
入
会
費
５
０
０
０
円（
兄
弟
で
参
加
の

　

場
合
、２
人
目
以
降
２
０
０
０
円
）

・
保
護
者
の
印
鑑

●
そ
の
他

・
各
回
と
も
参
加
費（
バ
ス
代
・
リ
フ
ト
代
）

　

５
０
０
０
円
が
別
途
必
要

・
11
月
下
旬
に
説
明
会
を
開
催
予
定

●
申
込
方
法

　

左
記
の
ス
ポ
ー
ツ
店
ま
で
直
接
申
し
込

　

み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
主　

催

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

太
陽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
（
２
２
）５
４
９
５

　

奈
良
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
（
２
２
）２
６
７
０

  〈
問
い
合
わ
せ
の
み
〉

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
大
会
期
日

　

12
月
23
日（
木
･
天
皇
誕
生
日
）

　

開
会
式　

午
前
９
時
〜

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
〜
11
時
５
分

※
小
雨
決
行

●
場　

所　

黒
羽
運
動
公
園
お
よ
び
周
辺
道
路

●
種　

目　

14
ク
ラ
ス

  【
２
㎞
】親
子
ペ
ア（
小
１
〜
２
）、
小
３
〜

　

４
男
子
、小
３
〜
４
女
子

  【
３
㎞
】小
５
〜
６
男
子
、小
５
〜
６
女
子
、

　

中
学
女
子

  【
５
㎞
】中
学
男
子
、高
校
男
子
、高
校
女
子
、

　

一
般
男
子
、一
般
女
子
、60
歳
以
上（
男
女
）

  【
10
㎞
】　

高
校
男
子
、一
般
男
子

●
申
込
締
切　

11
月
17
日（
水
）（
大
会
当

　

日
の
申
し
込
み
は
受
け
付
ま
せ
ん
）

●
参
加
料　

小
・
中
学
生
８
０
０
円
、高

　

校
生
１
３
０
０
円
、
一
般
１
８
０
０
円
、

　

親
子
ペ
ア
２
３
０
０
円（
参
加
賞
、
傷
害

　

保
険
料
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

　

行
委
員
会
〔
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事

　

業
係（
黒
羽
体
育
館
）〕

　
　
　
（
５
４
）２
８
５
８

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報
子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、
　お子さんから目を離さないようお願いします。

木曜日

火･木･金･第２土曜日

火曜日子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する
相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
休館：11/3

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~14:00

休館：10/19

休館：11/3

休館：11/3

第
38
回
芭
蕉
の
里

く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

黒羽中学校屋内温水プール
利用時間のお知らせ

黒羽中学校屋内温水プール
利用時間のお知らせ

黒羽中学校屋内温水プール
利用時間のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

７
14
21
28

３
10
17
24

４
11
18
25

５
12
19
26

６
13
20
27

●  休館日　■  授業利用(一般利用不可)

■問い合わせ
　教育総務課施設係
　　　（９８）７１１２
　黒羽中学校屋内温水プール
　　　（５９）１０３１

　黒羽中学校屋内温水プールは、黒
羽中学校生徒の水泳授業のため一般
開放を行わないことがありますの
で、ご注意ください。
◆水泳授業の時間(一般利用不可)
　午前９時30分～正午

お詫びと訂正
広報おおたわら10月1日号16ペー
ジに掲載の『市長杯争奪2010ゴル
フのまちおおたわら№１決定戦
結果』について、女子の部優勝者
の氏名に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
●女子の部優勝者
　沓掛恵美子さん
　(北野上在勤)
■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　(２３)８７００
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本
市
で
は
、
生
涯
学
習
推
進
計
画「
輝
き

プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
の
だ
れ

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
生
涯
学
習

に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

学
習
環
境
の
整
備
事
業
の
一
つ
と
し
て

進
め
て
き
ま
し
た
人
材
登
録
制
度
「
輝
き

バ
ン
ク
」
が
、
冊
子
「
輝
き
バ
ン
ク
登
録
者

一
覧
」
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の

冊
子
に
は
、
平
成
22
年
度
現
在
市
内
外
か

ら
の
登
録
者「
２
２
９
名
、
７
団
体
」が
、
指

導
分
野
別
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。学
校

や
保
育
園
、
地
区
公
民
館
等
の
施
設
、
生
涯

学
習
課
等
に
備
え
て
あ
り
自
由
に
閲
覧
で

き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
。学
校
教
育
事
業
や
サ
ー
ク
ル
・
同

好
会
等
の
活
動
で
指
導
者
を
要
請
し
た
い

場
合
、大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
「
輝
き
バ
ン
ク
」
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
登
録
者
・
登
録
団
体

の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
素
晴
ら
し
い
知
識
や
技

能
、
団
体
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
を
本
市
の
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。奮
っ
て
登
録
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
申
込
場
所

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館

●
申
込
方
法

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に

　

備
え
て
あ
る
「
輝
き
バ
ン
ク
登
録
申
込

　

書
」に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

●
期　

間

　

11
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
14
日
は
午
後

　

４
時
ま
で
）

●
場　

所

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
内　

容

　

洋
画
・
日
本
画
・
染
色
・
水
彩
画
・
フ

　

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
書
道
・
竹

　

工
芸
・
彫
刻
・
陶
芸
・
写
真
・
華
道
・

　

工
芸

●
主　

催

　

大
田
原
文
化
協
会
美
術
部

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
文
化
協
会
美
術
部　

印
南 
峰
夫

　
　
　
（
２
３
）２
８
３
５

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

●
日　

時

　

11
月
13
日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所

　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内　

容

  【
第
１
部　

基
調
講
演
】

・
演
題　
「
那
珂
川
流
域
の
里
山
と
森
林

　

〜
そ
の
め
ぐ
み
の
再
発
見
〜
」

・
講
師　

大
久
保　

達
弘　

氏

　
　
　

    （
宇
都
宮
大
学
教
授
）

  【
第
２
部　

吹
奏
楽
演
奏
】

・
出
演　

湯
津
上
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

  【
第
３
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

・
テ
ー
マ　
「
那
珂
川
に
育
ま
れ
た
産
業
に

　

つ
い
て
〜
八
溝
地
域
の
産
業
と
交
通
〜
」

・
内
容　

私
達
の
生
活
の
中
に
根
付
い
て

　

い
る
地
域
の
文
化
を
参
加
者
の
皆
様
と

　

一
緒
に
再
発
見
し
、
次
代
の
子
ど
も
へ

　

引
き
継
ぐ
た
め
に
市
民
に
で
き
る
こ
と

　

を
模
索
し
ま
す
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

木
村 

康
夫 

氏

　
（
那
須
文
化
研
究
会
会
長
・
黒
羽
高
校

　

教
諭
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

澤
田 

守
伸 

氏（
栃
木
県

　

水
産
試
験
場
）、
増
渕 

誠
一 

氏（　

黒
羽

　

観
光
簗
漁
業
組
合
常
務
理
事
）、
萩
原 

恵

　

一 

氏
（
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
・
那
須

　

与
一
伝
承
館
館
長
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

増
渕
余
一
自
然
観
察
館
特
別
指
導
員
が

　

中
か
ら
、
今
ま
で
未
公
開
の
珍
し
い
標

　

本
を
展
示
し
ま
す
。

●
開
催
期
間

　

12
月
５
日（
日
）ま
で

●
場　

所

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
自
然
観
察
館

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、

　

翌
日
休
館
）

●
主
な
展
示
品

・
世
界
の
昆
虫　

プ
ラ
チ
ナ
コ
ガ
ネ
ム
シ
、

　

ハ
ム
シ

・
日
本
の
チ
ョ
ウ　

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ

・
日
本
の
甲
虫　

ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ
ム
シ
、

　

ハ
ン
ミ
ョ
ウ

●
入
館
料

　

大
人
２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円
、

　

幼
児
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
自
然
観
察
館

　
　
　
（
２
８
）３
１
３
１

第
20
回
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
輝
き
バ
ン
ク
」の
活
用
並
び
に

登
録
者
・
登
録
団
体
の
募
集

ふ
れ
あ
い
の
丘
自
然
観
察
館

特
別
企
画
展
〜
増
渕
コ
レ
ク

シ
ョ
ン   
小
さ
な
虫
た
ち
〜

第
25
回
大
田
原
文
化
協
会

美
術
部
展
覧
会

プラチナコガネムシ
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那
須
地
区
３
市
町
に
お
け
る
文
化
協
会

会
員
の
展
示
・
発
表
の
場
で
あ
る
「
那
須

地
区
芸
術
祭
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。今
回
の
主
な
展
示
部
門
の
会
場
は
、

本
市
の
黒
羽
体
育
館
と
な
り
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
で
す
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
幕
式

○
日　

時

　

10
月
30
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

○
場　

所　

大
田
原
市
黒
羽
体
育
館

●
展
示
・
発
表
内
容　

左
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
地
区
芸
術
祭
運
営
委
員
会
事
務
局

　
（
市
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

那
須
地
区
内
の
８
つ
の
郷
土
芸
能
団
体

が
一
堂
に
集
ま
り
、
太
鼓
の
演
奏
や
舞
な

ど
を
披
露
し
ま
す
。伝
統
的
な
舞
や
太
鼓

の
響
き
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

10
月
24
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

※
小
雨
決
行

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

那
須
与
一
伝
承
館
前
芝
生
広
場

　
（
大
田
原
市
南
金
丸
１
５
８
４
‐
６
）

●
出
演
団
体

  〈
大
田
原
市
〉

　

那
須
神
社
永
代
々
神
楽
保
存
会

　

那
須
神
社
獅
子
舞
保
存
会

　

蛭
田
結
社
お
囃
子
保
存
会

　

黒
羽
高
等
学
校
黒
羽
太
鼓
同
好
会

  〈
那
須
塩
原
市
〉

　

三
本
木
獅
子
舞
保
存
会

　

西
那
須
野
鳴
子
踊
り
保
存
会

　

関
谷
城
鍬
舞
保
存
会

  〈
那
須
町
〉

　

大
沢
獅
子
舞
保
存
会

●
そ
の
他　

同
日
、道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

に
お
い
て
は「
収
穫
祭
」も
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
地
区
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

実
行
委
員
会

　
（
市
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

平
成
22
年
度
湯
津
上
地
区
文
化
祭
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。湯
津
上
文
化

協
会
と
湯
津
上
地
区
公
民
館
の
合
同
の
発

表
の
場
で
す
。作
品
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

11
月
７
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
予
定

●
場　

所

　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

研
修
棟
・
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内　

容

○
作
品
展
示

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

　

絵
画
・
写
真
・
短
歌
・
俳
句
・
木
工
芸
・

　

盆
栽
・
書
道
・
絵
手
紙
・
編
み
物
・
草

　

木
染
め
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
エ
コ
ク
ラ

　

フ
ト
手
芸
・
川
柳
・
樹
脂
粘
土
フ
ラ
ワ
ー
・

　

押
し
花
な
ど

○
ス
テ
ー
ジ
部
門

　
（
午
前
10
時
30
分
開
始
予
定
）

　

詩
舞
・
民
謡
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
コ
ー

　

ラ
ス
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど

○
お
茶
席

　
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
若
干
変
更
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
主　

催

　

湯
津
上
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

第
64
回
那
須
地
区
芸
術
祭

湯
津
上
地
区
文
化
祭

10 月 16 日(土)～ 17 日(日）
9:00 ～ 18:00(17 日は 15:00 まで）

那須塩原市いきいき
ふれあいセンター

大田原市黒羽・川西
地区公民館

大田原市黒羽・川西
地区公民館

10 月 23 日(土)～ 24 日(日）
9:00 ～ 16:00
10 月 23 日(土)～ 24 日(日）
9:00 ～ 16:00
10 月 23 日(土)～ 24 日(日）
9:00 ～ 16:00
10 月 25 日(月）
10:00 ～ 15:00

10 月 31 日(日）
13:00 ～ 16:30
10 月 31 日(日）
13:00 ～ 16:00
11 月 23 日(火）
9:00 ～ 16:00
12 月 5 日(日）
9:00 ～ 17:00

10 月 30 日(土)10:00 ～ 16:30
10 月 31 日(日)9:00 ～ 16:00

書道･写真･洋画･
日本画･彫刻･
工芸･陶芸･華道

盆栽

学校書道

造形教育

詩（小・中）

大田原市立黒羽小学校

大田原市黒羽体育館

大田原市総合文化会館

大田原市ピアートホール

大田原市ピアートホール

那須塩原市立共英小学校

那須塩原市立共英小学校

子供文芸
（作品審査会）

音楽（一般）

短歌

吟詠剣詩舞

謡曲

部　門 日　　時 会　場
第 64回那須地区芸術祭

※演劇、茶道、俳句、民謡民舞、日本舞踊、邦楽、囲碁、学校音楽について
　は、10 月 15 日までに終了しました。

第
15
回
那
須
地
区
郷
土
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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こ
の
夏
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
43
日
間
公

開
制
作
し
た
彫
刻
作
品
の
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
で
す
。ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●
期　

日　

11
月
１
日（
月
）〜
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場　

所　

那
須
与
一
伝
承
館

　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
入
場
料　

無
料

●
展
示
作
品（
作
家
の
敬
称
略
）

 《
木
彫
》

・
全 

項
燮（
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ソ
ブ
）

　
「
月
光
曲
」

 《
石
彫
》

・
ド
ゥ
シ
ャ
ン　

ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

　
「
想
い
出
の
番
人
」 

・
渡
部　

順
子　
「
ホ
ム
ラ
」

・
柳　

早
苗　
「
オ
カ
メ
イ
ン
コ
の
庭
」 

※
日
原
公
大
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
制
作
ア

　

シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
の
作
品
も
多
数
展
示

※
石
彫
作
品
は
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に

　

常
設
し
ま
す
。設
置
場
所
案
内
図
を
那

　

須
与
一
伝
承
館
竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
配

　

布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

●
日　

時　

11
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
10
分

●
場　

所

　

那
須
特
別
支
援
学
校
体
育
館
な
ど

●
内　

容　

①
本
校
小
学
部
、
中
学
部
、
訪
問
教
育
学
級

　

の
演
技
発
表

②
本
校
児
童
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
作
品
展
示

③
本
校
中
学
部
の
作
業
実
演
、
製
品
販
売
、

　

イ
ベ
ン
ト

④
本
校
高
等
部
各
作
業
学
習
班
の
製
品
販
売

⑤
Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
同
窓
生
と
親
の
会
バ
ザ
ー

⑥
福
祉
施
設
な
ど
の
食
品
販
売

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
３
６
）４
５
７
０

　

常
設
展
示
で
は
展
示
し
た
こ
と
の
な
い

多
数
の
古
文
書
も
含
め
、
大
名
家
文
書
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
会　

期

　

11
月
３
日（
水
・
祝
）〜
12
月
12
日（
日
）

　

月
曜
日
休
館

※
11
月
２
日（
火
）は
展
示
替
え
の
た
め
、

　

臨
時
休
館
し
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

展
示
室

●
展
示
資
料

①
幕
府
・
朝
廷
な
ど
と
の
関
係
を
示

　

す
文
書

②
黒
羽
藩
・
大
関
家
の
内
部
関
係
文
書

③
中
世
以
来
伝
存
し
て
き
た
古
文
書

④
幕
末
維
新
期
文
書

⑤
近
代
大
関
家
関
係
文
書

　

約
80
点

●
観
覧
料　

大
人
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

・
小
中
学
生
１
０
０
円（
50
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

  【
企
画
展
関
連
事
業
】

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

●
日　

時

　

11
月
６
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

●
会　

場　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

展
示
室

●
内　

容　

当
館
学
芸
員
に
よ
る
企
画
展

　

の
展
示
解
説

●
参
加
費　

無
料（
観
覧
料
は
必
要
）

●
申
し
込
み　

不
要（
開
催
時
刻
ま
で
に

　

展
示
室
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
）

○
リ
レ
ー
講
演
会
①

　
「
古
文
書
の
魅
力
を
語
ろ
う
」

●
日　

時

　

11
月
13
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

展
示
室

●
講　

師

　

大
髙　

純
一
氏（
那
須
文
化
研
究
会
会

　

員
）、阿
部　

能
久（
那
須
与
一
伝
承
館

　

学
芸
員
）

●
定　

員　

50
名

●
受
講
料　

無
料

○
リ
レ
ー
講
演
会
②

　
「
古
文
書
の
魅
力
を
語
ろ
う
」

●
日　

時

　

11
月
27
日（
土
）午
後
1
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

展
示
室

●
講　

師

　

小
林　

聖
夫
氏（
大
田
原
市
文
化
財
保

　

護
審
議
会
委
員
）、
新
井　

敦
史（
当
館

　

学
芸
員
）

●
定　

員　

50
名

●
申
込
方
法　

10
月
19
日
（
火
）
か
ら
講
演

　

会
前
日
ま
で
に
、
黒
羽
芭
蕉
の
館
の
窓

　

口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

　

り
申
し
込
み
。定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
り
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

　
　
　
（
５
４
）４
１
８
８

那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
大
田
原
２
０
１
０
展
覧
会

栃
木
県
立
那
須
特
別
支
援
学
校「
な

よ
う
祭（
交
流
学
習
発
表
会
）」開
催

黒
羽
芭
蕉
の
館  
平
成
22
年
度

企
画
展「
黒
羽
藩
主
大
関
家

文
書
の
世
界
」開
催

伊達政宗家臣の手紙
（慶長５年〈1600〉９月５日付）
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   制 度 名

小口融資

設備資金

特別小口零
細企業資金

創業支援
資金

中小企業者
従業員福利
厚生資金

勤労者住宅
建設資金

　　   資金の使途

○商品（材料）の仕入
　資金
○運転資金
○買掛金などの決済資金
○その他諸経費の支払

○機械・設備・車両の購入
　資金
○店舗・工場・建物などの
　新築・改築資金

  上記のすべての用途に
  利用できます

○不慮の災害
○冠婚葬祭
○子弟の教育
○疾病の療養および分娩

○住宅の新築・増改築
○分譲住宅（民間を含む）
　の購入資金
○中古住宅（550㎡以内
　の土地付きで、建築後
　12年を経過していない
　もの）の購入資金

　　  融資を受ける条件

○中小企業基本法に定める
　中小企業者であること
○市内において１年以上引
　き続き同一事業を営んで
　いること
○その経営が健全であり返
　済能力が確実であると認
　められること

上記の条件のほか
○中小企業信用保険法に定
　める小規模企業者
○信用保証協会の保証残高
　が1,250万円以下の事業者
　であること

○市内に創業しようとして
　いる個人、または企業
○市内に創業後１年未満の
　中小企業者

○市内に1年以上居住してい
　て、市内の同一事業所（雇
　用従業員が常時1人以上）
　に1年以上勤務し、年齢が
　満20歳以上の方

○事業所などに勤務し、主
　として給与所得により生
　計を営み、年齢が20歳以
　上55歳未満で同居、また
　は同居予定家族が1人以
　上ある方

   融資限度額

１件につき
500万円以内

１年度１企業
につき1,000万
円以内

用途により上記
と同じ（ただし、
１事業者につ
き1,250万円
以内）

１企業につき
500万円以内

１従業員につき
200万円以内

１件につき
500万円（増改
築は300万円）
以内

  返済期間と利率

３年以内　年1.7%
５年以内　年2.0%

５年以内　年2.0%
７年以内　年2.2%
10年以内　年2.5%

３年以内　年1.6%
５年以内　年1.8%

５年以内　年1.9%

５年以内　年2.3%

20年以内
利率は独立行政法
人住宅金融支援機
構と同率、 ただし
労働金庫は別に定
める金利による

返済方法

月賦返済
または
一括返済

月賦返済

月賦返済

併用可）

個
人
は
不
要
・
企
業
は
代
表
者
の
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
名　
　
　
　

別
規
定
に
よ
る

【 融資一覧 】
保証人

　

大
田
原
市
で
は
、
中
小
零
細
企
業
の

経
営
の
安
定
や
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、

必
要
な
事
業
資
金
を
円
滑
に
調
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
融
資
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
小
企
業
等
に
勤
め

て
い
る
方
が
利
用
で
き
る
融
資
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
事
業
資
金
の
円
滑
な
借
り
入
れ
を
促
進

　

市
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
元
本
の

　

一
部
と
な
る
資
金
を
預
託
す
る
こ
と

　

で
、
一
般
の
金
融
機
関
の
貸
付
利
率

　

よ
り
低
金
利
で
中
小
零
細
企
業
者
が

　

資
金
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

　

ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
金
利
で
融
資
を
受
け
ら

　

れ
る
た
め
、
長
期
の
設
備
資
金
な
ど

　

も
借
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
借
り
入
れ
の
際
の
経
費
負
担
を
軽
減

　

融
資
を
受
け
る
た
め
に
は
、
栃
木
県

　

信
用
保
証
協
会
の
公
的
保
証
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
保
証

　

に
か
か
る
保
証
料
は
市
が
全
額
補
助

　

し
て
い
ま
す
の
で
、
借
主
の
負
担
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
信
用
保
証
料
の
補
助
は
年
に

　

何
回
融
資
を
利
用
し
て
も
全
額
補
助

　

さ
れ
ま
す
。

●
借
入
利
息
の
負
担
を
軽
減

　

小
口
資
金
、
設
備
資
金
を
利
用
し
た

　

事
業
者
に
は
、
一
年
度
に
つ
き
１
回

　

の
み
利
子
補
給
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

補
助
の
金
額
は
融
資
額
の
１
％
、
ま

　

た
は
実
際
に
金
融
機
関
に
支
払
っ
た

　

利
子
額
の
ど
ち
ら
か
少
な
い
額
と
な

　

り
、
融
資
実
行
が
確
認
で
き
た
後
に

　

交
付
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他

①
小
口
資
金
、
設
備
資
金
、
特
別
小
口

　

零
細
企
業
資
金
、
創
業
支
援
資
金
の

　

利
用
に
は
、
す
べ
て
栃
木
県
信
用
保

　

証
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。
栃
木

　

県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
受
け
ら

　

れ
な
い
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
せ
ん
。

②
大
田
原
市
税（
市
県
民
税
、
固
定
資

　

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

　

車
税
、
法
人
市
民
税
）の
現
年
度
分

　

（
納
期
限
前
の
分
は
除
く
）、
ま
た

　

は
過
年
度
分
に
滞
納
が
あ
る
方
は
制

　

度
融
資
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

●
申
し
込
み

　

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組

　

合
、
中
央
労
働
金
庫
矢
板
支
店（
勤

　

労
者
住
宅
建
設
資
金
の
み
）へ
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　

  

（
２
３
）８
７
０
９

ご
利
用
く
だ
さ
い

大
田
原
市
制
度
融
資

（ボーナス
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平
成
21
年
12
月
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ

標
準
小
作
料
が
廃
止
に
な
り
、
農
地
の
賃

借
料
は
借
主
と
貸
主
の
相
互
で
決
め
た
額

と
な
り
ま
す
が
、
参
考
と
し
て
次
の
と
お

り
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
農
業
公
社
ま
た
は
農
業
委
員
会
に

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
公
社

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　

農
業
委
員
会

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
６

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容　

下
表
の
と
お
り

※

詳
細
は
、後
日
参
加
者
に
連
絡
。

●
受
付
開
始　

11
月
１
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
申
込
方
法　

大
田
原
市
農
業
公
社
ま
で
、

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

　

フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
の
際
に
は

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

　

希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
明
記
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
大
田
原
市
農
業
公
社

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　
　
　
（
２
３
）４
８
５
７

●
日　

時　

11
月
13
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場　

所　

那
須
拓
陽
高
等
学
校
大
山
農
場

　
（
那
須
塩
原
市
下
永
田
３‐

４‐

３
４
６
）

●
販
売
品　

シ
ク
ラ
メ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、
リ

　

ン
ゴ
、
も
ち
、
ネ
ギ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ

　

ン
、キ
ュ
ウ
リ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、パ
ウ
ン

　

ド
ケ
ー
キ
、ジ
ャ
ム
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

　

ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
、ハ
ム
、ベ
ー
コ
ン
、味

　

噌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
拓
陽
高
等
学
校
大
山
農
場

　
　
　
（
３
６
）３
２
６
５

農
地
の
賃
借
料
に
つ
い
て

件　数 最高額 最低額 平均額 件　数 最高額 最低額 平均額
地　区

大田原

野　崎

佐久山

親　園

金田北部

湯津上

金田南部

黒　羽

須賀川

市全体

田 畑

49

64

67

226

150

73

170

87

1

887

21,000

20,000

20,000

23,400

24,000

21,000

23,000

25,000

18,000

25,000

10,000

2,780

10,000

11,101

5,795

15,000

10,000

8,000

18,000

2,780

18,l 77

16,868

16,461

19,021

18,164

17,795

18,094

18,087

18,000

18,110

3

4

4

3

24

38

9,000

20,000

10,000

18,000

19,000

20,000

1,000

7,000

7,000

3,000

5,000

1,000

3,667

10,250

9,250

10,000

8,583

8,553

注意：上記の価格は、平成 20 年の標準小作料を参考に締結された平成 21 年
　　　４月から平成 22 年３月までの賃借料水準（10ａ当たり）です。

大田原市賃借料情報（平成 21 年度公告分）

大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
募
集

12 月５日（日）
午前９時～
12 月５日（日）
午後１時～
12 月 10 日（金）
午前９時～
12 月 10 日（金）
午後１時～
12 月 12 日（日）
午後１時～

1,000 円

1,000 円

1,000 円

1,000 円

500 円

15 人

15 人

20 人

20 人

20 人

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

道の駅那須与一の郷

湯津上農村環境改善センター

そば打ち

そば打ち

フラワーアレンジメント

フラワーアレンジメント

納豆作り、豆腐作り

日　　時 内　　容 参加費用 募集
人数 体験場所

那
須
拓
陽
高
等
学
校

農
産
物
即
売
会
開
催
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●日　時　11月７日(日)、11月14日(日)
　　　　　11月21日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

●日　時　11月13日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

子どものつどい

(23)4560
開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

●日　時　11月14日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばいなど

コアラおはなし会

19,359人
(717人)
4,378人
(162人)

7,260人
(269人)
1,664人
(  62人) 6,403冊

6,578点

1,777点

26点

入 館 者
(1日平均)

個人貸出利用者数
(1日平均)

30,296冊

本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽

1,135人
(  42人)

121人
(    4人) 363冊湯津上

９
月
の
統
計

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

11月の図書館カレンダー11月の図書館カレンダー

水
３
10
17
24

木
４
11
18
25

日

７
14
21
28

火
２
９
16
23
30

★黒羽図書館

休館日

土
６
13
20
27

月
１
８
15
22
29

金
５
12
19
26

水
３
10
17
24

木
４
11
18
25

日

７
14
21
28

火
２
９
16
23
30

土
６
13
20
27

月
１
８
15
22
29

金
５
12
19
26

休館日

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をしてください。

勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成22年度第３期講座受講生募集！

■申し込み・問い合わせ
　大田原市勤労青少年ホーム
　　　（２２）６８７８

●対象者　おおむね35歳までの方で市内在住・
　在勤・通学している方を優先(大学生も可)
●申込方法　11月４日(木)から11月16日(火)
　までに、勤労青少年ホームの窓口に直接申
　し込み。
●受付時間　午後０時30分～午後８時
　土・日曜日、祝日を除く
●注意事項
　＊電話による申し込み、代理人による申し
　　込みは不可。

ボウリング

英会話

華道

ゴルフ

ヨガ

手打ち蕎麦

人見幸子

アーバン美貴子

瀬尾草萠

竹内祐子

田口博満

中園美菜子

蜂巣耕平

11月29日

11月30日

12月１日

11月17日

12月２日

１月14日

２月４日

午後６時30分
　　～８時30分

フィットネス
太極拳

８

10

12

10

10

10

６

16名

15名

20名

15名

15名

15名

12名

5,000円

500円

12,000円

500円

500円

500円

6,000円

月曜日

火曜日

水曜日

水曜日

木曜日

金曜日

金曜日

講座・教室名 講　師　名 開 講 日 開講曜日
(11～２月) 開 講 時 間 回数 定員 教 材 費

勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成22年度第３期講座受講生募集！
勤労青少年ホーム(ジョイフル館)
平成22年度第３期講座受講生募集！

＊定員になり次第締め切ります。ただし、今回
　開講する講座のうち、定員に満たない講座は
　随時申し込みを受け付けます。
＊複数講座の受講も可。ただし、ゴルフとヨガ
　は人気講座につき同時受講不可。
＊各講座の申し込みが５人未満の場合は中止に
　なります。
＊受講料は無料ですが、教材費のほかに傷害
　保険(300円)の加入手続きが必要になります｡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…ー 初心者大歓迎！ぜひお申し込みください ー

午後７時～９時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後６時30分
　　～８時30分

午後６時30分
　　～８時30分
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ハーモニーホール

日時・会場

●ハーモニーライブ　ークラシックー●ハーモニーライブ　－クラシック－

【出演】 トーノ・リコーダ・アンサンブル
　　　  アンサンブルcozy

日時・会場 12月15日(水)／第１ギャラリー
午後６時30分開演

12月12日(日)／交流ホール
午後３時30分開演

●エレキ・サウンド＆合唱●エレキ・サウンド＆合唱

【出演】 第1部:那須野が原少年少女合唱団
　　　　　　  ヴォーカルアンサンブルAya Concerto
　　　　　　  綾声会合唱団
　　　 第2部:ザ・レッド・ラビッツ

日時・会場 12月16日(木)／第１ギャラリー
午後６時30分開演

●フラダンス＆アルプスホルン●フラダンス＆アルプスホルン

【出演】 フラダンスグループ、ユング・アイベックス

ハーモニーホール　フェスティバル　
［地域振興文化活動育成事業］

ハーモニーホール　フェスティバル　
［地域振興文化活動育成事業］
入場整理券配布のお知らせ入場整理券配布のお知らせ

11月８日(月)  入場整理券配付開始
※入場整理券はハーモニーホールのみの配付となります

日時・会場 12月21日(火)／喫茶ラウンジ
午後６時30分開演

●イルミネーション＆クリスマス・コンサート
　邦楽･洋楽カバー､フォークソング､ジャズ
●イルミネーション＆クリスマス・コンサート
　邦楽･洋楽カバー､フォークソング､ジャズ

【出演】 coco blue、ever boy、LOVE4

日時・会場 12月22日(水)／喫茶ラウンジ
午後６時30分開演

●イルミネーション＆クリスマス・コンサート
　ゴスペル・クラシック、ポップス
●イルミネーション＆クリスマス・コンサート
　ゴスペル・クラシック、ポップス

【出演】  JJ and Friends(ゴスペル)
　　　  弦楽カルテットグループ(クラシック)
　　　  国際医療福祉大学(クラシック)
　　　  那須塩原市国際交流協会バンド(ポップス)

11月22日(月)  入場整理券配付開始

昨年のイルミネーション＆クリスマスコンサート昨年のイルミネーション＆クリスマスコンサート

那須野が原ハーモニーホール
喫茶ラウンジ等出店募集

　財団法人那須野が原文化振興財団では、那須野
が原ハーモニーホールの喫茶ラウンジおよびホー
ルバーの出店を募集しております。
●募集条件
　(１)出店募集施設
　　　大田原市本町1丁目2703-6
　　　那須野が原ハーモニーホール内
　　　喫茶ラウンジ、ホールバー
　(２)出店募集事業者　１社
　　　出店申込者多数の場合は選考のうえ出店事業
　　　者を決定いたします。
　(３)出店時期　平成22年12月1日(水)
　※詳細は事務局までお問い合わせください
●申込受付期間　10月21日(木)～10月31日(日)
　　　　　　　　(土・日曜日、祝日を含む)
　※申込用紙は財団事務局内に備えております。
■申し込み・問い合わせ
　財団法人那須野が原文化振興財団事務局
　　　　(２４)０８８０

友の会優先電話予約　　  11月４日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  11月６日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  11月８日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ハーモニー寄席
　三遊亭好楽・三遊亭王楽親子会
  （ゲスト）堺すすむ　

●ハーモニー寄席
　三遊亭好楽・三遊亭王楽親子会
  （ゲスト）堺すすむ　
日時・会場 平成23年２月６日(土)

大ホール／午後２時開演
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

一般 3,000円(友の会 2,700円)

【出演】
　三遊亭好楽
　三遊亭王楽
【ゲスト】
　堺すすむ

※入場は就学児以上と
　させていただきます。

三遊亭好楽

三遊亭王楽

三遊亭好楽

三遊亭王楽堺すすむ堺すすむ
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

９月15日  集団救急事故想定訓練
（栃木県なかがわ水遊園）

集団救急事故の発生時に、迅速かつ安全に救
出救護活動が行えるよう、毎年大田原地区広
域消防組合が実施しているもので、消防関係
者やなかがわ水遊園の職員約80名および栃木
県消防防災航空隊のヘリコプター｢おおるり｣
が参加。大田原赤十字病院の医師も参観し、
本番さながらの訓練となりました。

９月22日  月見茶会
（大田原市ふれあいの丘）  

十五夜に合わせ、茶の湯と日本の風情を楽しん
でいただこうと、月見茶会が開催されました。
会場にはクリやナシなどの秋の味覚と秋の野草
が飾られ、過ぎゆく夏と秋の訪れを感じながら
おいしくお茶をいただきました。

９月11日  第５回ゴルゲート大会
（黒羽総合運動公園）

ゴルフとゲートボールを併せたニュースポーツ
｢ゴルゲート｣の大会が開催され、70歳から88歳
までの市民122名が参加しました。参加者は、
連日の猛暑にも負けず、元気に腕を競いました。
《大会優勝者》
　・男子北コース  磯貝勝士さん(76歳)
　・男子南コース  立花清一さん(73歳)
　・女子北コース  相馬キンさん(80歳)
　・女子南コース  平山ナミさん(75歳)

９月12日  一人ひとりが輝く大田原のつどい
（那須与一伝承館  多目的ホール）

『風は大田原から、今、活動のとき！』と題し、
声優で講談師の一龍斎貞友さんと市内で活躍する
菅谷アサ子さん(栃木県女性農業士)、谷辺範夫さ
ん(男の厨房参加者)をパネラーに迎え、シンポジ
ウムを開催しました。フリーアナウンサーの臼井
佳子さんが進行を務め、一人ひとりが心豊かに自
分らしく輝いて生きるために必要なことは何か、
それぞれの体験をもとに語り合いました。

９月13日  米粉パン作り講習会
（大田原東地区公民館  調理室）

米の消費拡大と米粉の普及を目的として、大
田原市くらしの会が主催。米粉を使用したピ
ザやパンは、もちもちとした食感があり味も
良く、とても好評でした。天ぷらの衣に使用
すると、油がはねずにきれいに揚がるそうです。

左から
一龍斎貞友さん、谷辺範夫さん、菅谷アサ子さん
左から
一龍斎貞友さん、谷辺範夫さん、菅谷アサ子さん

臼井さん臼井さん
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